
令和５年度第２回旭川方面富良野警察署協議会議事概要

１ 開催日時
令和５年９月26日（火）午後１時30分から午後２時40分までの間

２ 開催場所
旭川方面富良野警察署２階大会議室

３ 出席者
⑴ 富良野警察署協議会委員６人（定員７人、欠席１人）

会 長 巽 俊 明
委 員 加 藤 昌 代
委 員 最 上 麗 子
委 員 大 槻 信 子
委 員 中 村 壽 男
委 員 津 山 正 樹

⑵ 富良野警察署６人
署 長 西 村 和 隆
副 署 長 佐々木 雄 一
警務課長 藤 瀬 和 宏
地域課長 丹 治 英 樹
刑生課長 静 間 利 行
交通課長 山 本 典 弘

４ 警察署長挨拶

５ 懲戒処分等報告

６ 業務概況説明等
⑴ 令和５年８月末刑法犯認知状況等 （刑生課長）
⑵ 令和５年８月末交通事故発生状況等 （交通課長）
⑶ 富良野警察署管内における猟銃保有者数 （刑生課長）
⑷ サイバーセキュリティー教養 （警務課長）
⑸ 警察官の貸与品等

通常点検の実演、貸与品の展示、制圧訓練の実演 (警務課員）

７ 前回の要望、意見等に対する警察措置状況
一時停止標識のあるＹ字路交差点における標識見落とし車両への対策について
⇒自治体と連携し、一時停止標識があることを強調する看板を交差点手前に設置
して通行車両等に対する注意喚起を図った。

８ 警察署協議委員からの質問事項
⑴ 自転車のヘルメット着用が努力義務となったが、着用割合はどれくらいか。

、 、⇒ 全国平均が13.5％であるのに対し 北海道のヘルメット着用率が6.4％と低く
特に小中学生の着用率が低いことから、関係機関と連携して啓発活動に努めて
いく。

⑵ 秋の行楽季節を迎え、道外及び海外からの観光客増加に伴い交通量が増えると思
うが、レンタカー会社への周知、取組を行っているのか。



⇒ レンタカー会社等に対して道内における交通死亡事故発生マップやシートベ
ルト全席着用チラシを配布し、レンタカー利用者への注意喚起を行っているほ
か、訪日外国人に対応した交通ルールを教示する多言語による動画を視聴でき
る二次元バーコード付きのチラシを配付するなどの取組を行っている。

⑶ ヒグマの目撃・人身被害の実態と対処方法などについて知りたい。
、⇒ 令和５年８月末時点での富良野警察署におけるヒグマ出没認知件数は97件で

交番、駐在所別では幾寅駐在所管内が24件で一番多い。
ヒグマを目撃した際は、急な動きをするとヒグマが驚き、どんな行動をする

か分からないため、絶対に走って逃げないことが重要であり、万一の遭遇に備
えて熊撃退スプレーを携帯することが必要である。
なお、ヒグマを目撃した場合は、自らの安全を確保した時点で110番通報を

していただきたい。
⑷ 特殊詐欺の被害状況及び富良野警察署管内の発生状況

⇒ 令和５年８月末時点の富良野警察署管内における特殊詐欺被害の届出はない
が、特殊詐欺に類似する相談が十数件寄せられている。
道内における令和５年８月末時点での特殊詐欺被害の認知件数は105件で、

前年同期比98件の減少、被害額は約２億5,000万円で、前年同期比約５億3,200
万円減少している。
不審電話やもうけ話などが記載されたメールが届いた際は、家族等の身近な

人に相談したり、警察相談電話「♯９１１０」に電話して相談してほしい。
⑸ サイバー攻撃の被害実態や対処するための対策、取組について知りたい。

⇒ サイバー攻撃による被害には、フィッシング詐欺、サポート詐欺、ネットシ
ョッピング詐欺等があり、実在しているホームページと酷似している偽サイト
に誘導され、個人情報を抜き取られて被害に遭うことが多い。
可能であれば被害にあう前に「♯９１１０」を活用していただき、まずは警

察に相談してほしい。

９ 警察署協議会会長による総括
今回の協議会では、普段、制服警察官が携帯している装備品や点検要領等を知るこ

とができた。
携帯している装備品を見せていただき、思っていた以上に重たいことが分かり、私

たち市民は、こうした装備品を持った警察官に守られているんだと安心を持つととも
に、刃物を持った犯人に警察官が立ち向かう姿は、とても頼もしいと感じた。
今後も、警察業務について理解を深める題材を取り挙げてほしい。

10 次回開催時期
令和５年12月中旬に開催予定

11 次回協議テーマ
山岳遭難の現状と警察の活動


